
 

 

 

 

ＳＧＨ課題研究「グローバル課題４領域について知り、気づき、探る学習」 

－グローバル課題研究 ３年 Eカリキュラム－ 

「研究成果を地域社会へ発信」 編 
 

内容 

① ２年時に完成した研究論文の内容を 「スライド」を用いた発表形式に代え、「フィールドワーク」等でこれまでお世話 

になった「地域企業」、「団体」へ研究成果を報告する。 

② 成果報告時に訪問先の方々に「評価シート」をご記入いただき、今後の研究活動へのフィードバックを行う。 

◆ 参加者： 国際コース３年生（計４５名） 

◆ 研究テーマと連携先  
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日本とネパールの小学生の学力
の違い

〒460-0008
愛知県名古屋市中区栄二丁目17番1号
芸術と科学の杜・白川公園内
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１
班

壱番屋記念館

〒452-0003
愛知県清須市西枇杷島町末広31
カレーハウスCoCo壱番屋
西枇杷島店2階

2
班

名古屋市科学館
担当者：名古屋市科学館
学芸課　加藤雄司　様

〒487-0016
愛知県春日井市高蔵寺町北2丁目52番地

壱番屋記念館

〒452-0003
愛知県清須市西枇杷島町末広31
カレーハウスCoCo壱番屋
西枇杷島店2階

国
際
開
発

１
班

3
班

2
班

ブラザー
コミュニケーション スペース

〒467-0851
名古屋市瑞穂区塩入町5番15号

春日井市教育委員会
学校教育課
指導主事：今田宗孝　様

3
班

航空自衛隊　小牧基地
担当者：愛知地方協力本部
小牧地域事務所
吉永　龍二　様

〒485-0025
 愛知県小牧市春日寺１丁目１

〒460-8310
名古屋市中区千代田二丁目12番１４号

これからの日本を考える
ー国を守るにはー

インドネシアの電力事情の改善に
向けて

5
班

4
班

中部電力　名古屋支店
総務・広報グループ
担当者：高木章宏　様

医療法人徳洲会
名古屋徳洲会総合病院
担当者：
事務長　村松世規　様

〒486-8686
　愛知県春日井市鳥居松町5-44

海外進出している壱番屋はなぜ
ベトナムに進出していないのか

和紙の海外進出

駄菓子の海外進出

地球温暖化によるホッキョクグマ
への影響

日本とインドネシアとスウェーデン
の医療制度の違い
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◆ 実施計画 （３年時 １学期 １８時間） 

 活動内容 授業時間 

1 
・論文読み直し、テーマの問題の再確認 

論文をグループで読み直し、自分たちの研究テーマの問題点を再認識する 

４時間 

2 
・問題点への解決策を考える 

 社会的背景、課題克服のために必要なものを調べ、解決策をまとめる（スライド・原稿作成） 

６時間 

3 
・政策提言作成 

 企業や大学関係者に高校生が考える政策を提言する （スライド・原稿作成） 

４時間 

4 
・政策提言の発表、最終仕上げ 

 各グループが作ったプレゼンテーションを発表し、最終修正を加える 

４時間 

 

◆ 平成３０年度 グローバル課題研究 最終発表報告書（一例） 

１ 発表者（氏名） 

   

   

２ 発表日時、発表先（会社、役所名、部署、担当者のお名前） 

（１）日時： 平成 ３０ 年 ７ 月 ２４ 日（ 火 ）    

（２）発表先： 自衛隊愛知地方協力本部 小牧事務所 

（３）担当者のお名前： 自衛隊愛知地方協力本部小牧事務所 自衛官３名 

３ 発表内容（要旨） 

  近頃ニュースで度々話題になる「国防」に関する問題点と解決策について、３つの仮説「日米同盟は解消される」、 

「憲法９条は改正される」、「将来も自衛隊の人数は保たれる」を立て、自分たちなりに調査し考えました。全ての仮説 

において歴史的経緯や現状などを述べた上で、事前に調べた仮説の根拠をフィールドワークの結果と照らし合わせ 

ました。１つ目の仮説については、アメリカ側にも多大なメリットがあるので仮説は正しくないこと、２つ目の仮説については、 

様々な世論調査を比べても改憲派は増えてきているので仮説は正しいこと、３つ目の仮説については、新制度の整備 

や対策により自衛隊員は確保されると考えられるので、仮説は正しいことが分かりました。 

発表では、それらの結論に至った過程を説明し、新たに発見した問題点に対し「祝日・休日としての自衛隊の日の 

制定」や、「国防問題に関するパンフレットの配布」、「人口増加を促す政策の提案」を提案してプレゼンテーションを終 

えました。 

４ ご助言 

・スライドが見にくいところがあった。内容と一致させよう。 

・「日本の高度な科学技術」を踏まえた観点を持つと良い。 

・話すスピードをグループ内で合わせよう。 

・難しいテーマだが、自分たちの調べられる範囲でしっかり調べてあり良かった。 

・「自衛隊の日」を作るという案は良かった。（お世辞かもしれませんが、「検討します。」とまで言ってもらえました。） 

・多角的なとらえ方ができていた。パワーポイントを作り、プレゼンテーションをするにあたっては大切なことだ。 

５ 気づいたこと、今後こうしたい思ったことなど 

・自衛隊の方に指摘されて気づいたことがあった。６人で考えていたが出てこなかった考えがあったことに驚かされた 

 と同時に、少し悔しい思いをした。 

・さらにいろいろな知識を吸収することができて、有意義で実のある時間となった。 

・一人ではできないようなことを、みんなでやり遂げられて良かった。 

・他人に指摘してもらうことで新しい視点が増えたので、このような機会があって良かった。 

・自分の発表を他人に評価してもらうのが新鮮で、意見を交わすのが楽しかった。 

・とても勉強になったので、やって良かった。 

 


